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雑誌・新聞での掲載あいつぐ 
                                                                          

篠原 恵子 
ここのところ取材があ
いつぎ、私たちの会の活
動をいろいろなところで
取上げていただいていま
す。 

 
９月２３日の読売新聞

の「医療ルネサンス」で、
慢性疲労症候群が取上
げられました。疲労のシ
リーズの中で取上げら
れたもので、誤解を招く
恐れがある記事ですが、
一応ご報告します。同じ
記者の方が、ヨミドクタ
ー（読売新聞）の１０月
１５日付け「医療情報部
発」でも、慢性疲労症候
群を取上げてくれてい
ます。 
 
全国障害者問題研究所
発行の「みんなのねが
い」の１１月号の巻頭の、「人として」という欄で、慢性疲労症候群と私の活動について取上げ
ていただきました。病気の深刻さや海外での取り組みに触れ、私たちの会で、厚労省にもう一度
慢性疲労症候群の研究班を立ち上げるように求めている事も書いて下さいました。全国の書店や
セブンイレブンで取り寄せることができます。 
 
日本障害者協議会の月刊誌「すべての人の社会」１０月号の「トピックス」欄に、「アイ・リ

メンバー・ミー」を紹介していただきました。日本ではこの病気の実態が正しく報道されていな
いために、このドキュメンタリー映画を翻訳して上映会を開いていることや、日本の患者のおか
れた状況、私たちの会の活動などを取り上げていただきました。 

 
「医療タイムス 10 号」の「クローズ・アップ」という欄に、私の病歴や活動について取上げて
いただきました。病気の深刻さや、日本でどのように患者が扱われているか、最新のアメリカで
のレトロウィルスのニュースについても取上げてくださり、最後にもう一度厚労省に研究班を立
ち上げてもらうことが必要であることを強く訴えてくださっています。もちろん、「慢性疲労症
候群をともに考える会」の活動も取上げてくださっています。 

 
この他に、取材を既に受けていて、掲載されるのを待っている新聞や雑誌の記事もあります。

私たちの会のホームページの閲覧者は連日１００名を超え、会の活動がいろいろなところで認め
られるようになってきているたしかな手ごたえを感じています。（篠原） 
 
篠原三恵子のビデオメッセージが完成！ 
ＣＦＳの認知と、全国に放置されている患者たちへの救済を訴える篠原

三恵子さんのビデオができました。たった 5分の作品ですが、ＣＦＳの研
究が進む海外の動きや日本の“遅れ”をコンパクトに伝えています。今後、
ユーチューブでの紹介やＤＶＤでの頒布を計画しています。 
制作は、ＣＦＳをともに考える会の有原誠治。 
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アメリカでのＣＦＳの実態を描いた 

ドキュメンタリー「アイ メンバーミー」 
  篠原 三恵子 

2008 年の冬にカナダに住む長女が、そこの線維
筋痛症/慢性疲労症候群のサポートグープで、この

ドキュメンタリーを上映することを知り、この映画
の存在を私に知らせてくれました。ちょうどその頃、
初めて５人の患者さんと会い、将来的に患者会を作
りたいという話をしていたところでした。 

 
 この映画を制作したキム監督自身が慢性疲労症

候群の患者で、自分のかかっている病気が何である
かを知ろうとして、全米各地を訪ね歩きます。医者
に理解してもらえず、医者達の説明に納得できない
中でのご自身の辛い闘病生活が描かれ、正直に、い
つか自分の手で命をとる決断をしなければならな
いと思った時期があったことも告白しています。病

気のことを医者やまわりの人に分かってもらえな
い辛さ。この病気の持つ破壊的な力や人々の絶望感
などを、多くの患者さんが共通に経験していること
を描きます。重症の高校生の男の子は、自分で食べ
ることもできずに経管栄養に頼り、部屋からまった
く出ることもできずに２年くらいを過すのですが、

卒業式にはどうしても出席したいという夢を描き続け、数名の救急隊員に付き添われ、ストレッ
チャーに乗って学校に駆けつけるシーンは感動的です。かたや、病状がどんどん進行するにもか
かわらず、医者から理解されないがために、
最後には命を絶つ決断をした女性の残し
た肉声のテープに心が痛みます。「死にた
くはないけれども、これ以上生きていくこ

とができない」と訴えるその女性と、残さ
れた家族の辛い姿は頭から離れません。 
このドキュメンタリーは、「人間とは何

か」を問いかけてきます。人間が本来持っ
ている生きる意志の強さ、どんなに小さく
とも目標を持って生きることの大切さを

描いています。 
 

私たちの病気（ＣＦＳ）は見ためは元気
そうなので、理解してもらうのが本当に困
難です。水平に近いほど倒した車椅子（チルド付きリクライニング式）に乗っている私を見てさ
え、知り合いの方たちに必ず、「元気そうね」と声をかけられるくらいですから。日本でも寝たき

りの患者さんが多いことなどは報告されておらず、そのために社会保障を受けるのに、今までど
れほど私が闘わなければならなかったことか。このドキュメンタリーを見ていただければ、この
病気の深刻さを分かってもらえると思い、翻訳を思いたちました。この DVD には聴覚障害者のた
めの英語の字幕が付いているのですが、次女がそれを全部打ち込んで印刷してくれたものを、ベ
ッドの上で病気の許す限り、少しずつ訳しました。一人でも多くの方に見ていただきたいと思っ
ています。（篠原） 
 

ドキュメンタリー映画 『アイ・リメンバー・ミー』ＤＶＤ絶賛発売中！ 
 2000 年 米 カラー NTSC 4:3 スタンダード 74 分  日本語字幕付き 

家庭用・団体内観賞用ＤＶＤ3150 円 学校・図書館などのライブラリー価格 10500 円 

送料：一枚 140 円 一枚増えるごとに 100 円ずつ加算されます。5枚以上は 500円。 

ＤＶＤ購入申込は ﾌｧｸｽ：03-6915-9282 Email:cfsnon@gmail.com 


